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NY マーケットレポート（2016 年 3 月 28 日) 
NY市場では、序盤に発表された米個人消費支出が市場予想と一致し、1 年 1 ヵ月連続のプラスとなったものの、前回結果が大きく下方修

正されたことを嫌気して、ドルはやや軟調な動きとなった。その後、下落した株価が堅調な動きとなったことなどから、ドル円・クロス円は値を

戻す動きとなったものの、注目されているイエレン FRB 議長の講演を翌日に控えて積極的な売買も手控えられ、終盤まで小動きの展開が

続いた。 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 



                                                     
 

2 
 

NY 市場レポート 
 

21：00 

ドル/円 113.51  ユーロ/円 126.74  ユーロ/ドル 1.1164 

 

21：00 

欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 
 

英 FT100 休 場  
ダウ 

先物ミニ 
17472 +33 

 

 

仏 CAC40 休 場  
S&P 

500 ミニ 
2033.25 +4.75 

 

 

独 DAX 休 場  
NASDAQ 

100 ミニ 
4410.00 +12.75 

 

 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

欧州主要市場は、Easter Monday のため休場。 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

2 月米個人所得（前月比） 0.2％（予想 0.1%・前回 0.5%） 

 

2 月米個人支出（前月比） 0.1％（予想 0.1%・前回 0.1%） 

前回発表の 0.5％から 0.1％に修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

指標結果データ 

≪米個人所得・支出≫  

          2 月・ 1 月・ 12 月・ 11 月・ 10 月・ 9 月 

個人所得・・・・・ 0.2・・0.5・・0.3・・0.3・・0.4・・0.2 

賃金・給与・・・・-0.1・・0.5・・0.2・・0.5・・0.6・・0.0 

可処分所得・・・・ 0.2・・0.4・・0.3・・0.2・・0.3・・0.2 

個人消費支出・・・ 0.1・・0.1・・0.1・・0.4・・0.1・・0.2 

個人貯蓄率・・・・ 5.4・・5.3・・5.0・・4.9・・5.2・・5.0 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

2 月米 PCE デフレーター（前年比） 1.0％（予想 1.0%・前回 1.2%） 

前回発表の 1.3％から 1.2％に修正 

 

2 月米 PCE コア・デフレーター（前月比） 0.1％（予想 0.2%・前回 0.3%） 

 

2 月米 PCE コア・デフレーター（前年比） 1.7％（予想 1.8%・前回 1.7%） 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 17549.84 +34.11 

ナスダック 4784.57 +11.07 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

2 月米中古住宅販売仮契約（前月比） 3.5％（予想 1.2%・前回 -3.0%） 

前回発表の-2.5％から-3.0％に修正 

 

2 月米中古住宅販売仮契約（前年比） 5.1％（予想 -0.4%・前回 -1.5%） 

前回発表の-0.9％から-1.5％に修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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経済指標データ 

≪中古住宅販売仮契約≫ 

       2 月・・ 1 月・・12 月・・11 月・・10 月・・9 月 

全米・・・・・ 3.5・・-3.0・・ 0.9・・-0.4・・ 0.7・・-1.2 

北東部・・・・-0.2・・-3.5・・ 5.9・・-1.2・・ 4.1・・-3.2 

中西部・・・・11.4・・-4.9・・ 0.3・・ 1.0・・-0.7・・-0.8 

南部・・・・・ 2.1・・-0.7・・ 0.3・・ 0.9・・-0.7・・-1.2 

西部・・・・・ 0.7・・-5.2・・-1.0・・-3.5・・ 2.4・・-0.2 

（前月比％) 

        2 月・・1 月・・12 月・・11 月・・10 月・・9 月 

全米・・・・・ 5.1・・-1.5・・ 3.1・・ 4.9・・ 2.3・・ 3.2 

北東部・・・・17.5・・ 9.1・・13.0・・ 8.5・・ 5.7・・ 2.8 

中西部・・・・ 7.2・・-0.5・・ 2.9・・ 7.0・・ 1.4・・ 3.2 

南部・・・・・ 3.5・・ 4.5・・ 0.9・・ 1.3・・-0.6・・ 1.2 

西部・・・・・-1.6・・ 2.5・・ 2.1・・ 7.6・・ 6.4・・ 6.5 

（前年比％) 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

2 月メキシコ貿易収支 -7.24 億 USD（前回 -34.41 億 USD） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

23：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

3 月ダラス連銀製造業活動指数 -13.6（予想 -26.0・前回 -31.8） 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

23：35 

≪ NY 株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、2 月の米個人消費が前月比で増加し、景気の堅調な回復を期待した買いが入った。ただ、米国の

早期利上げ観測から上値の重い動きが続いている。  

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

（1）2 月の米個人消費支出は、前月比+0.1％と市場予想と一致し、1 年 1 ヵ月連続のプラスとなった。一方、個人

所得は市場予想を上回る 0.2％となった。雇用改善の継続を背景に、個人消費は緩やかな拡大を維持しているものの、

勢いは乏しい。また、世界経済の先行き不透明感が消費を抑制し、貯蓄が優先された可能性がある。 

 

 ①個人消費では、耐久財が+0.1％、サービスが+0.4％、非耐久財は-1.1％。 

 

 ②税金の支払いなどを除いた可処分所得は+0.2％、貯蓄率は 0.1 ポイント上昇の+5.4％で、昨年 2 月以来の高水

準となった。 

 

 ③FRB が物価安定の目安とする 2 月の個人消費支出（PCE）物価指数は、前年同月比で+1.0％。目標の 2.0％上昇

を引き続き下回った。変動の激しい食品とエネルギーを除いた PCE コア物価指数は、前年同月比+1.7％となった。 

 

 

（2）NAR（全米不動産業者協会）が発表した 2 月の中古住宅販売仮契約指数は、前月比+3.5％の 109.1（2001 年=100）

と、2 ヶ月ぶりに上昇し、昨年 7 月以来 7 ヵ月ぶりの高水準となった。前年同月比では+0.7％となった。 

 

 ①地域別では、中西部が+11.4％、西部が+0.7％、南部が+2.1％、北東部は-0.2％だった。 

 

 ②NAR のエコノミストは、住宅ローン金利の低下や住宅在庫がやや上向いたことが購入を促したと分析。ただ「適

切な住宅供給がなされないと、販売は頭打ちになる」と懸念を示した。 

 

 ③仮契約は通常 1-2 ヵ月以内に本契約に移行するため NAR の仮契約指数は中古住宅市場の先行指数とされる。 
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1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 17526.70（+10.97）、S&P500 2036.98（+1.04） ナスダック 4768.31（-5.20) 

 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、原油先物相場が下げ幅を拡大したことで投資家がリスク回避の姿勢を強め、安全

資産とされる米国債の逃避買いが進んだ。2 月の米個人消費支出は、市場予想の範囲内だったものの、1 月が下方修

正となったことが買い材料とされた。ただ、イエレン FRB 議長の講演を控えて様子見気分も強く、値動きは限られ

た。 

 

午前の利回りは、30 年債が 2.65％（24 日 2.67％）、10 年債が 1.88％（1.90％）、7 年債が 1.66％（1.69％）、 

5 年債が 1.35％（1.38％）、3 年債が 1.03％（1.04％）、2 年債が 0.86％（0.87％）。 

 

 

2：00 

≪米財務省 2 年債入札≫  

 

最高落札利回り・・・・0.877％（前回 0.725％） 

最低落札利回り・・・・0.800％（前回 0.660％） 

最高利回り落札比率・・・49.48％（前回 7.46％） 

応札倍率・・・・・・・・2.58 倍（前回 2.91 倍） 

 

 

3：40  

NY 金は、中心限月が前日比 1.50 ドル安の 1 オンス＝1220.10 ドルで取引を終了した。 

 

 

4：25 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.07 ドル安の 1 バレル＝39.39 ドルで取引を終了した。 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 
1220.10 -1.50 

NY 原油 
39.39 -0.07 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、FRB による早期の追加利上げ観測が、引き続き相場を圧迫した。ただ、ドルがユーロなどに対して下落し

たのにつれてドルの代替資産とされる金を買う動きも出ており、下げ幅は限定的だった。終値ベースでは、2 月下旬

以来、約 1 ヵ月ぶりの安値水準となった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、新規の手掛かり材料に乏しい中、米原油在庫の積み上がりに対する懸念が根強く、売りが優勢となっ

た。世界的に供給過剰な状態がしばらく続くとの見方を背景に相場の先安観も広がり、売りを促した。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 17535.39 +19.66 17583.81 17493.03 

S&P500種 2037.05 +1.11 2042.67 2031.96 

ナスダック 4766.79 -6.72 4787.39 4760.01 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、2 月の米個人消費が 1 年 1 ヵ月連続でプラスとなったことを好感し、景気の堅調な回復を期待した買

いが入った。ただ、前回結果が下方修正されたことや、米国の早期利上げ観測などもあり、上値の重い動きが続い

た。ダウ平均株価は、堅調な展開で始まったものの、その後マイナス圏に下落するなど、やや上値の重い動きが続

いた。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要通貨 NY終値 NY高値 NY安値 

USD/JPY 113.46  113.51  113.17  

EUR/JPY 127.02  127.05  126.63  

GBP/JPY 161.68  161.72  160.76  

AUD/JPY 85.58  85.61  85.36  

NZD/JPY 76.32  76.34  76.08  

EUR/USD 1.1197  1.1220  1.1164  

AUD/USD 0.7543  0.7559  0.7528  

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米個人消費支出がやや冴えない結果となったことから、ドルは序盤やや軟調な動きとなった。そ

の後は、欧州市場が Easter Monday で休場となったことや、イエレン FRB 議長の講演を翌日に控えていることもあ

り、やや積極的な売買が手控えられる動きとなった。 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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